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は
じ
め
に

こ
の
年
は
目
立
っ
た
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
静
か
に

世
代
交
代
が
進
ん
だ
年
だ
っ
た
。
ま
ず
役
者
に
目
を
向
け
る
と
、
各
流

派
の
宗
家
の
交
代
が
目
に
付
く
。
詳
し
く
は
「
襲
名
・
改
名
な
ど
」
の

項
に
記
す
が
、
ワ
キ
方
宝
生
流
、
大
鼓
方
葛
野
流
、
小
鼓
方
観
世
流
、

太
鼓
方
金
春
流
に
新
た
な
宗
家
が
誕
生
し
た
。
ま
た
シ
テ
方
喜
多
流
宗

家
、
大
鼓
方
石
井
流
宗
家
も
こ
の
年
に
逝
去
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
宗

家
の
誕
生
は
翌
年
以
降
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
流
派
に
動
き

が
あ
っ
た
年
は
珍
し
い
。

次
に
能
楽
堂
だ
が
、
東
京
の
観
世
能
楽
堂
は
翌
年
の
完
成
に
向
け
て

銀
座
で
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
矢
来
能
楽
堂
は
前
年
末
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
終
え
て
、
快
適
な
観
能
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

座
席
数
を
減
ら
し
て
余
裕
の
あ
る
空
間
を
生
み
出
し
、
座
席
の
背
面
に

は
謡
曲
詞
章
の
一
部
を
刻
ん
だ
プ
レ
ー
ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
も
凝

ら
さ
れ
て
い
る
。
京
都
観
世
会
館
で
は
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
大
規

模
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
座
席
・
絨
毯
の
取
り
替
え
の
ほ
か
、
空
調

や
照
明
な
ど
様
々
な
部
分
が
改
良
さ
れ
た
。
ま
た
４
月
に
は
福
井
駅
西

口
に
福
井
能
楽
堂
が
開
場
し
、
５
月
に
観
世
流
に
よ
る
特
別
公
演
が
行

わ
れ
た
。
駅
前
再
開
発
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
ビ
ル
内
に
設
け
ら
れ
た
能

楽
堂
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。
能
楽
堂
で
は
な
い
が
、
京
都
の
平
安
神
宮
近
く
に
ロ
ー
ム
シ
ア

タ
ー
京
都
が
開
館
し
、
１
月
に
舞
台
開
き
特
別
公
演
が
行
わ
れ
た
。
約

２
０
０
０
人
収
容
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
と
約
７
０
０
人
収
容
の
サ
ウ
ス

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
サ
ウ
ス
ホ
ー
ル
で
は
能
楽
の
上
演
も
可
能
で
あ
る
。

ホ
ー
ル
や
寺
社
の
建
物
内
・
境
内
な
ど
能
楽
堂
以
外
で
の
公
演
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
環
境
の
整
っ
た
ホ
ー
ル
は
能
楽
と
接
す
る
様
々
な
機

会
を
提
供
す
る
場
と
な
る
だ
ろ
う
。

催
し
に
関
し
て
も
、
た
だ
公
演
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
事
前
講
座
で

演
目
の
解
説
を
し
た
り
体
験
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
多
く
の
人
に
能
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
工
夫
が
目
立
つ
。
こ
の
年
か
ら
宝
生
流
が

宝
生
能
楽
堂
で
の
月
並
能
の
前
に
「
能
＋
１
」
と
し
て
講
座
や
対
談
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
教
室
や
鑑
賞
教
室
、
小
学
校
・
中
学
校
な

ど
の
教
員
を
対
象
と
し
た
能
楽
教
室
も
増
加
し
て
い
る
。
す
ぐ
に
効
果

が
出
る
こ
と
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
子
供
の
時
の
体
験

が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
能
楽
堂
に
足
を
向
か
わ
せ
る
契
機
と
な
る
可
能

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
行
い
、
随
時
見
直
し

能

界

展

望
（
平
成
二
十
八
年
）

表

き
よ
し

123



な
が
ら
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

謡
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
能
楽
関
係
の
新
聞
・
雑
誌
の
発
行
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
が
、
名
古
屋
の
能
楽
情
報
を
発
信
し
て
き
た
『
能
楽
の

友
』
紙
が
前
年
１１
月
で
閉
刊
と
な
っ
た
。
東
京
の
情
報
に
偏
り
が
ち
な

中
で
貴
重
な
存
在
だ
っ
た
が
、
編
集
担
当
者
の
高
齢
化
も
あ
り
、
や
む

を
得
な
い
選
択
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
能
楽
関
係
紙
誌
に
能
評
や

考
察
を
発
表
し
て
き
た
山
崎
有
一
郎
・
堀
上
謙
も
こ
の
年
に
逝
去
し
て

い
る
。
一
方
で
、
能
楽
情
報
を
外
部
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
新
た
な

方
法
も
模
索
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
は
今
や

当
た
り
前
で
は
あ
る
が
、
ふ
だ
ん
能
楽
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
人
々
に

情
報
を
伝
え
て
い
く
工
夫
を
さ
ら
に
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
年
の
８
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
い
よ
い
よ
次
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
さ

せ
ら
れ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
日
本
文
化
を
世
界
に
発
信
し
よ
う

と
い
う
意
気
込
み
が
各
所
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
に
な
る
と
、
な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
。
来

日
す
る
外
国
人
や
日
本
の
各
地
か
ら
競
技
場
に
や
っ
て
く
る
人
の
た
め

に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
は
毎
日
ど
こ
か
の
能
楽
堂
で
気
楽

に
能
や
狂
言
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
競
技
だ
け
で
な
く
文
化
に

も
触
れ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

い
つ
も
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
努
力
不
足
で
入
手
で
き
た
情
報
に
は

限
り
が
あ
り
、
当
然
取
り
上
げ
る
べ
き
事
柄
が
抜
け
落
ち
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
文
中

で
は
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
催
し

【
復
興
支
援
能
・
狂
言
】

今
年
も
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
の
催
し
が
行
わ
れ
た
が
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
を
名
目
と
す
る
公
演
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
こ
の
年
の
４
月
に
熊
本
県
か
ら
大
分
県
に
か
け
て
の
地
域
で
最

大
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
て
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
熊

本
地
震
復
興
支
援
の
催
し
も
行
わ
れ
た
。
近
年
で
は
様
々
な
災
害
が
日

本
列
島
を
襲
っ
て
い
る
。
復
興
支
援
の
取
り
組
み
に
は
さ
ら
に
力
を
注

い
で
ほ
し
い
。

◎
第
六
回
「
東
日
本
大
震
災
義
援
能
」

３
月
１１
日
。
京
都
観
世
会
館
。

昼
夜
二
部
制
で
、
一
部
は
半
能〈
巴
〉河
村
晴
道
な
ど
、
二
部
は
半
能

〈
鞍
馬
天
狗
〉大
江
又
三
郎
な
ど
。

◎
「
能
楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
〜
熊
本
地
震
被
災
地
復
興
の
た
め
に
〜
」

８
月
２５
日
。
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
。
昼
夜
二
部
制
で
、
一
部
は〈
経

正
〉味
方
團
、〈
羽
衣
〉金
剛
永
謹
、
半
能〈
小
鍛
冶
〉宮
本
茂
樹
な
ど
、

二
部
は
半
能〈
橋
弁
慶
〉浅
井
通
昭
、〈
羽
衣
〉片
山
九
郎
右
衛
門
、
半
能

〈
舎
利
〉豊
嶋
晃
嗣
な
ど
。

◎
「
水
前
寺
成
趣
園
能
楽
殿
に
て
支
援
狂
言
」

７
月
１８
日
。
水
前
寺

成
趣
園
能
楽
殿

〈
柿
山
伏
〉深
田
博
治
、〈
附
子
〉野
村
萬
斎
な
ど
。

【
復
曲
・
新
作
な
ど
】

こ
の
年
も
多
く
の
新
作
能
・
新
作
狂
言
が
初
演
・
再
演
さ
れ
た
。
特

に
目
に
つ
い
た
の
は
、
４
月
に
多
田
富
雄
７
回
忌
追
悼
公
演
で
上
演
さ
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れ
た
新
作
能〈
生
死
の
川
―
高
瀬
舟
考
〉で
あ
る
。
免
疫
学
者
な
が
ら
能

へ
の
造
詣
が
深
く
、
多
く
の
新
作
能
を
生
み
出
し
た
多
田
富
雄
が
森
鷗

外
の
『
高
瀬
舟
』
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
、
妻
を
安
楽
死
さ
せ
た

夫
の
亡
霊
が
、
自
分
の
罪
は
何
な
の
か
を
高
瀬
舟
の
舟
人
に
問
い
続
け

る
。
６
月
に
豊
田
市
能
楽
堂
で
も
再
演
さ
れ
た
。
平
成
２４
年
か
ら
復
曲

を
手
掛
け
て
き
た
京
都
観
世
会
の
４
曲
目
の
復
曲
は
高
浜
虚
子
作
の
新

作
能〈
鐡
門
〉。
大
正
５
年
以
来
百
年
ぶ
り
の
復
活
上
演
と
な
っ
た
。
地

域
色
の
強
い
作
品
の
新
作
・
復
曲
も
目
立
つ
。〈
宍
戸
〉〈
福
山
〉〈
生
國

魂
〉は
ま
さ
に
上
演
さ
れ
た
地
と
密
接
に
関
わ
る
作
品
で
あ
り
、『
曽
我

物
語
』
を
題
材
と
す
る〈
伏
木
曽
我
〉も
曽
我
兄
弟
が
育
っ
た
曽
我
の
地

に
程
近
い
平
塚
で
の
上
演
で
あ
る
。
以
下
に
新
作
・
復
曲
の
主
な
も
の

を
挙
げ
る
が
、
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
初
演
の
も

の
を
中
心
と
し
、
能
だ
け
に
限
定
し
た
。

◎
新
作
能〈
真
田
幸
村
〉
１
月
２５
日
・
３
月
１７
日
。
山
本
能
楽
堂
。
制

作
・
山
本
章
弘
、
恵
阪
悟
。
監
修
・
北
川
央
。
山
本
章
弘
、
山
本
麗
晃
、

斉
藤
敦
、
古
田
知
英
、
守
家
由
訓
ほ
か
。

◎
復
曲
能〈
名
取
ノ
老
女
〉
３
月
２５
・
２６
日
。
国
立
能
楽
堂
。
監
修
・

台
本
作
成
・
小
林
健
二
、
小
田
幸
子
。
梅
若
玄
祥
、
大
槻
文
蔵
、
宝
生

和
英
、
金
剛
龍
謹
、
殿
田
謙
吉
、
竹
市
学
、
鵜
澤
洋
太
郎
、
國
川
純
、

小
寺
真
佐
人
ほ
か
。

◎
新
作
能〈
生
死
の
川
―
高
瀬
舟
考
〉
４
月
２１
日
、
国
立
能
楽
堂
。
６

月
４
日
、
豊
田
市
能
楽
堂
。
作
・
多
田
富
雄
。
浅
見
真
州
、
宝
生
欣
哉
、

野
村
万
蔵
、
松
田
弘
之
、
大
倉
源
次
郎
、
國
川
純
、
小
寺
佐
七
ほ
か
。

◎
復
曲
能〈
宍
戸
〉

５
月
７
日
。
下
野
市
役
所
。
山
中
一
馬
、
殿
田
謙

吉
、
松
田
弘
之
、
幸
伸
吾
、
柿
原
弘
和
、
大
川
典
良
ほ
か
。

◎
新
作
能
復
曲〈
鐡
門
〉

６
月
５
日
。
京
都
観
世
会
館
。
西
野
春
雄
・

監
修
。
河
村
晴
道
・
節
付
。
青
木
道
喜
・
型
付
。
片
山
九
郎
右
衛
門
・

味
方
健
・
制
作
。
青
木
道
喜
、
宝
生
欣
哉
、
杉
信
太
朗
、
吉
阪
一
郎
、

谷
口
正
壽
、
前
川
光
範
ほ
か
。

◎
新
作
能〈
福
山
〉

７
月
１６
日
。
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
。
原

作
・
森
和
子
。
制
作
・
構
成
・
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
。
大
島
政
允
、
大

島
輝
久
、
大
島
衣
恵
、
江
崎
欽
次
朗
、
森
田
保
美
、
久
田
舜
一
郎
、
谷

口
正
壽
、
梶
谷
英
樹
ほ
か
。

◎
新
作
能〈
生
國
魂
〉

８
月
１１
日
。
生
國
魂
神
社
。
上
野
朝
義
、
福
王

和
幸
、
善
竹
隆
平
、
野
口
亮
、
辻
雅
之
、
上
田
敦
史
、
上
田
慎
也
ほ
か
。

◎
復
曲
能〈
伏
木
曽
我
〉

１１
月
２６
日
。
平
塚
市
中
央
公
民
館
。
加
藤
眞

吾
、
安
田
登
、
槻
宅
聡
、
飯
冨
孔
明
、
大
倉
慶
之
助
ほ
か
。

【
海
外
公
演
】

海
外
公
演
は
当
た
り
前
と
な
り
、
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
催
し
も

多
く
あ
る
も
の
と
思
う
。
把
握
で
き
た
主
な
公
演
を
掲
出
し
て
お
く
。

◎
観
世
宗
家
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

観
世
清
和
が
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
招
待
さ
れ
、
タ
イ
ム
ワ
ー
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
内

の
ロ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー
で
７
月
１３
日
か
ら
１７
日
に〈
翁
・
葵
上
・
羽
衣
〉な

ど
を
上
演
し
た
。

◎
勝
海
登
ベ
ル
ギ
ー
公
演

日
本
・
ベ
ル
ギ
ー
修
好
１５０
周
年
を
記
念
し

て
在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大
使
館
の
招
待
を
受
け
、
１０
月
８
日
〜
１５
日
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
な
ど
３
都
市
で〈
羽
衣
〉な
ど
を
上
演
し
た
。
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◎
新
作
能〈
鎮
魂
―
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
フ
ク
シ
マ
の
能
〉を
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
上
演

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
や
東
日
本
大
震
災
で
の
犠
牲
者
へ
の

祈
り
を
テ
ー
マ
と
す
る
新
作
能
。
元
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
ヤ
ド
ヴ
ィ

ガ
・
ロ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
作
、
演
出
・
笠
井
賢
一
、
舞
台
監
督
・
小
川
幹
雄
。

１１
月
１
日
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
聖
ヨ
ゼ
フ
教
会
で
観
世
銕
之
丞
な

ど
に
よ
り
上
演
、
４
日
・
５
日
に
ブ
ロ
ツ
ワ
フ
の
シ
ア
タ
ー
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
で
も
公
演
が
行
わ
れ
た
。
１１
月
１４
日
に
は
国
立
能
楽
堂
で
も

上
演
さ
れ
た
。

【
そ
の
他
の
新
し
い
試
み
・
新
し
い
動
き
】

◎
能
楽
堂
リ
レ
ー
公
演

能
楽
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主
催
に
よ
り
、
９
月
８
日
・
９
日
に

矢
来
能
楽
堂
、
９
月
１５
日
・
１６
日
に
宝
生
能
楽
堂
で
能〈
葵
上
〉を
能
役

者
に
よ
る
解
説
付
き
で
上
演
。
入
場
料
も
同
額
の
４
０
０
０
円
で
、
日

本
語
と
英
語
に
対
応
し
た
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
有
料
で

貸
し
出
さ
れ
た
。
日
程
や
場
所
や
演
目
が
う
ま
く
合
わ
な
い
と
思
う
よ

う
に
見
ら
れ
な
い
の
が
能
楽
の
特
徴
だ
が
、
こ
う
し
た
公
演
を
試
み
て

い
け
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の
連
続
公
演
も
可
能
と
な
ろ
う
。

◎
テ
ク
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〈
ダ
リ
能
〉

国
立
新
美
術
館
で
９
月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ダ
リ
展
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
。
９
月
１３
日
に
国
立
新
美
術
館
に
設
け
ら
れ
た
能

舞
台
で
、
背
後
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
幻
想
的
な
映
像
や
ダ
リ
作
品

を
投
影
し
な
が
ら
、
清
水
寛
二
が
ダ
リ
の
顔
を
模
し
た
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

製
の
面
を
付
け
て
演
じ
た
。

襲
名
・
改
名
な
ど

小
鼓
観
世
流
十
八
世
宗
家
の
観
世
豊
純
が
宗
家
を
退
き
、
観
世
新
九
郎

が
１
月
に
十
九
世
宗
家
を
継
承
し
た
。

大
鼓
葛
野
流
十
四
世
家
元
の
亀
井
忠
雄
が
家
元
を
退
き
、
亀
井
広
忠
が

１
月
に
十
五
世
家
元
を
継
承
し
た
。

狂
言
方
大
蔵
流
二
十
五
世
宗
家
の
大
蔵
彌
太
郎
が
１
月
か
ら
彌
右
衛
門

を
襲
名
、
長
男
の
大
蔵
千
太
郎
が
彌
太
郎
を
襲
名
し
た
。

狂
言
方
大
蔵
流
の
茂
山
千
五
郎
が
９
月
に
千
作
を
襲
名
、
長
男
の
茂
山

正
邦
が
千
五
郎
を
襲
名
し
た
。

太
鼓
方
金
春
流
二
十
三
世
宗
家
の
金
春
國
和
が
平
成
２６
年
１２
月
に
逝
去

し
た
た
め
、
金
春
國
直
が
４
月
に
二
十
四
世
宗
家
を
継
承
し
た
。

シ
テ
方
観
世
流
の
関
根
祥
六
が
永
年
の
功
績
を
讃
え
て
７
月
に
宗
家
か

ら
雪
号
「
祥
雪
」
を
与
え
ら
れ
た
。

ワ
キ
方
宝
生
流
十
二
世
宗
家
の
宝
生
閑
が
２
月
に
逝
去
し
た
た
め
、
宝

生
欣
哉
が
１２
月
に
十
三
世
宗
家
を
継
承
し
た
。

栄
誉
・
受
賞

◎
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
各
個
認
定
）野
村
四
郎

認
定
理
由
「
伝
統
的
な
能
シ
テ
方
の
技
法
を
高
度
に
体
現
し
、
観
世

流
を
代
表
す
る
能
楽
師
の
一
人
と
し
て
卓
越
し
た
技
量
を
示
す
の
み

な
ら
ず
、
長
年
に
わ
た
り
一
般
社
団
法
人
日
本
能
楽
会
会
長
な
ど
の

要
職
に
あ
っ
て
、
斯
界
の
発
展
及
び
後
進
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
し
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て
い
る
」

◎
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
各
個
認
定
）大
槻
文
蔵

認
定
理
由
「
伝
統
的
な
能
シ
テ
方
の
技
法
を
高
度
に
体
現
し
、
古
典

曲
に
卓
抜
し
た
技
量
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
復
曲
並
び
に

そ
の
再
演
な
ど
に
も
意
欲
的
に
取
組
み
、
積
極
的
な
舞
台
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
斯
界
の
振
興
及
び
後
進
の
指
導
・
育
成
に
も
尽

力
し
て
い
る
」

◎
日
本
芸
術
院
賞

高
橋
章

◎
春
の
褒
章

亀
井
保
雄
・
茂
山
千
五
郎

◎
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞

梅
若
万
三
郎

◎
芸
術
選
奨
新
人
賞

成
田
達
志

◎
京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞

茂
山
逸
平

◎
国
際
交
流
基
金
地
球
市
民
賞

山
本
能
楽
堂

◎
松
尾
芸
能
賞

富
山
禮
子

◎
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞

岡
本
章
・
松
田
弘
之

本
誌
４２

号
参
照

日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係

◎
日
本
能
楽
会（
平
成
２７
年
９
月
現
在
）

【
役
員
構
成
】

《
会
長
》野
村
四
郎

《
副
会
長（
常
務
理
事
）》金
剛
永
謹

《
常
務
理
事
》観
世
清
和
・
亀
井
保
雄
・
豊
嶋
三
千
春
・
粟
谷
能
夫
・
高

安
勝
久
・
荒
木
賀
光
・
山
本
東
次
郎

《
理
事
》喜
多
六
平
太（
相
談
役
）・
宝
生
閑（
相
談
役
）・
梅
若
玄
祥
・
浅

見
真
州
・
高
橋
忍
・
金
春
安
明
・
武
田
孝
史
・
藤
田
六
郎
兵
衛
・
観
世

新
九
郎
・
亀
井
実
・
小
寺
佐
七
・
茂
山
千
五
郎
・
野
村
萬
斎

《
監
事
》小
林
与
四
郎
・
櫻
間
金
記

《
顧
問
》西
野
春
雄

【
会
員
数
】（
平
成
２６
年
７
月
現
在
）５
１
２
名

◎
能
楽
協
会

【
役
員
構
成
】（
平
成
２８
年
６
月
選
任
第
３７
期
役
員
）

《
理
事
長
》観
世
銕
之
丞

《
専
務
理
事
》本
田
光
洋

《
常
務
理
事
》武
田
宗
和
・
香
川
靖
嗣
・
國
川
純

《
理
事
》一
噌
隆
之
・
井
上
裕
久
・
大
倉
源
次
郎
・
大
蔵
彌
太
郎
・
金
井

雄
資
・
観
世
元
伯
・
観
世
喜
正
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
中
村
邦

生
・
成
田
達
志
・
野
村
又
三
郎
・
廣
田
幸
稔
・
藤
波
重
彦
・
宝
生
欣

哉
・
前
田
晴
啓
・
水
上
優
・
山
本
章
弘

《
監
事
》中
村
元
彦
・
丸
岡
圭
一
・
大
和
滋

《
顧
問
》観
世
清
和
・
金
剛
永
謹
・
野
村
萬

【
会
員
数
】
１
２
０
６
名（『
会
員
名
簿
』
平
成
２８
年
版
よ
り
）

シ
テ

観
世
４０４

金
春
１０５

宝
生
１８７

金
剛
７３

喜
多
４８

小
計
８１７

ワ
キ

高
安
１３

福
王
１６

宝
生
２６

小
計
５５

笛

一
噌
１１

森
田
４２

藤
田
４

小
計
５７

小
鼓

幸
２９

幸
清
９

大
倉
１７

観
世
７

小
計
６２

大
鼓

葛
野
１０

高
安
１２

大
倉
９

石
井
１０

観
世
２

小
計
４３
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太
鼓

観
世
１７

金
春
１９

小
計
３６

狂
言

大
蔵
７６

和
泉
６０

小
計
１３６

支
部
別

東
京
５７５
名

名
古
屋
９２
名

北
陸
８５
名

京
都
１４９
名

大
阪

１５１
名

神
戸
４７
名

九
州
８４
名

本
部
扱
２３
名

物
故
者

●
宝
生
閑

ワ
キ
方
宝
生
流
十
二
世
宗
家
。
２
月
１
日
、
食
道
が
ん
の
た
め
逝
去
。

享
年
８１
。
昭
和
９
年
、
宝
生
弥
一
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
祖
父
宝

生
新
お
よ
び
父
に
師
事
。
平
成
６
年
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指

定（
人
間
国
宝
）。
１４
年
日
本
芸
術
院
会
員
。
２６
年
文
化
功
労
者
。
日
本

能
楽
会
会
員
。

●
石
井
仁
兵
衛

大
鼓
方
石
井
流
十
二
世
宗
家（
本
名
・
増
井
喜
彦
）。
２
月
１
日
、
肝

細
胞
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
８０
。
石
井
流
大
鼓
方
中
村
享
道
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
お
よ
び
谷
口
喜
代
三
に
師
事
。
平
成
１１
年
に
石

井
姓
を
復
活
、
２３
年
か
ら
石
井
仁
兵
衛
を
名
乗
る
。
日
本
能
楽
会
会
員
。

●
三
川
泉

シ
テ
方
宝
生
流
。
２
月
１３
日
、
心
不
全
の
た
め
逝
去
。
享
年
９４
。
大

正
１１
年
、
庄
内
藩
酒
井
家
能
役
者
の
系
譜
を
引
く
三
川
寿
水
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
父
お
よ
び
宝
生
重
英
に
師
事
。
平
成
１５
年
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
各
個
指
定（
人
間
国
宝
）。
日
本
能
楽
会
会
員
。

●
喜
多
六
平
太

シ
テ
方
喜
多
流
十
六
世
宗
家（
本
名
・
長
世
）。
２
月
２１
日
、
脳
梗
塞

の
た
め
逝
去
。
享
年
９１
。
大
正
１３
年
、
十
五
世
宗
家
喜
多
実
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
祖
父
十
四
世
宗
家
喜
多
六
平
太
お
よ
び
父
に
師
事
。

昭
和
５２
年
度
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
。
昭
和
６１
年
に
宗
家
を
継
承
、
翌
年

に
喜
多
六
平
太
を
襲
名
。
平
成
３
年
紫
綬
褒
章
受
章
。
能
楽
協
会
理
事

長
、
日
本
能
楽
会
理
事
を
歴
任
。

●
観
世
豊
純

小
鼓
方
観
世
流
十
八
世
宗
家（
本
名
・
宮
増
純
三
）。
２
月
１８
日
、
膵

臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
８１
。
昭
和
９
年
、
宮
増
豊
好
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。
父
に
師
事
。
日
本
能
楽
会
会
員
。

●
帆
足
正
規

笛
方
森
田
流
。
６
月
１
日
、
大
動
脈
弓
部
破
裂
の
た
め
逝
去
。
享
年

８５
。
昭
和
６
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
貞
光
義
次
に
師
事
。
新
作
狂
言
、

新
作
能
の
作
成
に
も
取
り
組
む
。
平
成
６
年
催
花
賞
受
賞
。
日
本
能
楽

会
会
員
。

●
山
崎
有
一
郎

能
楽
評
論
家
。
横
浜
能
楽
堂
元
館
長
。
４
月
２６
日
、
老
衰
の
た
め
逝

去
。
享
年
１０２
。
大
正
２
年
、
建
築
家
、
能
楽
研
究
家
・
評
論
家
の
山
崎

楽
堂
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
朝
日
新
聞
記
者
を
経
て
能
楽
書
林
に

入
社
し
、「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
編
集
長
を
務
め
る
。
平
成
８
年
に
横
浜

能
楽
堂
初
代
館
長
と
な
る
。
平
成
１６
年
文
化
庁
長
官
表
彰
。

●
狩
野
秀
鵬

シ
テ
方
喜
多
流（
本
名
・
丹
秀
）。
７
月
２４
日
、
肝
硬
変
の
た
め
逝
去
。

享
年
７９
。
昭
和
１２
年
、
狩
野
勇
雄
の
三
男
と
し
て
熊
本
に
生
ま
れ
る
。

父
お
よ
び
喜
多
実
に
師
事
。

128



●
前
田
行
雄

シ
テ
方
観
世
流
。
７
月
１９
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
９８
。
大
正

７
年
、
大
阪
に
生
ま
れ
る
。
先
々
代
梅
若
万
三
郎
、
先
代
梅
若
猶
義
に

師
事
。
日
本
能
楽
会
会
員
。

●
堀
上
謙

能
楽
評
論
家
。
９
月
１０
日
、
膵
臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
８５
。
昭

和
６
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
朝
日
新
聞
社
退
社
後
、「
能
楽
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
編
集
長
を
勤
め
、
能
の
普
及
に
尽
力
し
た
。

●
越
賀
義
隆

シ
テ
方
観
世
流
。
１２
月
４
日
、
多
臓
器
不
全
の
た
め
逝
去
。
享
年
９４
。

大
正
１１
年
、
大
阪
に
生
ま
れ
る
。
浦
田
保
嗣
、
浦
田
保
利
に
師
事
。
日

本
能
楽
会
会
員
。

●
徳
江
元
正

能
楽
研
究
者
。
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
。
１１
月
３０
日
、
膀
胱
が
ん
転

移
の
た
め
逝
去
。
享
年
８５
。
昭
和
６
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
臼
田
甚

五
郎
に
師
事
し
、
中
世
芸
能
史
を
研
究
。
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